
　
9
月
1
日

は
「
防
災
の

日
」。元
日
に

能
登
半
島
地

震
、
8
月
8
日
に
宮
崎
県
日
向

灘
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

し
、
同
日
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）」

が
発
表
さ
れ
た
。
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
も
各
地
で
多
発
し
て

い
る
。
災
害
の
た
び
に
「
防
災

対
策
」の
必
要
性
が
喚
起
さ
れ
、

我
々
も
応
じ
て
き
た
。
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
の
標
語
に
「
備
え
よ

常
に（B

e P
repared

）」が

あ
る
（
私
は
中
学
・
高
校
と
参

加
）。
平
時
の
時
に
も
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
▼
物
理
学
者

で
防
災
学
者
で
も
あ
る
寺
田
寅

彦
氏
は
自
然
を
「
厳
父
の
ご
と

き
自
然
」
と
「
慈
母
の
ご
と
き

自
然
」
の
二
面
性
が
あ
る
こ
と

を
科
学
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

彼
は
地
震
・
台
風
・
火
山
な
ど

の
被
災
地
を
調
査
し
、「
天
災

と
国
防
」「
津
浪
と
人
間
」「
震

災
日
記
よ
り
」
な
ど
の
随
筆
を

著
し
て
い
る
。「
天
災
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
う

警
句
は
有
名
で
あ
る
▼
私
が
所

属
し
て
い
る
団
体
で
は
災
害
時

に
対
応
す
べ
く
「
大
規
模
災
害

時
の
行
動
指
針
（
京
都
府
眼
科

医
会
）」
や
災
害
対
応
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
（
日
本
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

学
会
）
や
災
害
ポ
ー
タ
ル
ペ
ー

ジ
（
地
区
医
師
会
）
な
ど
を
作

成
し
て
い
る
▼
我
が
家
で
は
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
懐
中

電
灯
（
ラ
ジ
オ
付
き
）
は
手
の

届
く
所
に
置
い
て
あ
る
が
、
夏

休
み
に
孫
が
来
て
、
そ
れ
を
点

け
た
り
消
し
た
り
遊
ん
で
帰
っ

て
行
っ
た
。
充
電
を
し
直
し
た

り
、
以
前
購
入
し
た
「
防
災

リ
ュ
ッ
ク
」
を
納
戸
か
ら
出
し

て
点
検
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。 

（
励
無
）

　
盛
夏
を
過
ぎ
つ

つ
あ
る
こ
の
時

期
、
自
ら
夏
休
み

に
体
感
し
た
「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

に
つ
い
て
、
我
な

が
ら
再
認
識
し
た
こ
と
に
一
部

で
も
共
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
甚
で
あ
る
。

　
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
が

「
思
い
や
り
」
と
い
っ
た
意
味

を
持
ち
、
サ
ー
ビ
ス
業
界
に
お

け
る
接
客
の
場
面
で
よ
く
使
わ

れ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
が
、
そ
の
語
源
は
「
客
人
の

保
護
者
」
と
い
う
ラ
テ
ン
語

「hospes

＝
ホ
ス
ピ
ス
」
で

あ
り
、「
ホ
ス
ピ
ス
」
と
は
当

時
旅
の
道
中
で
病
気
に
な
っ
た

旅
人
に
対
し
て
、
修
道
院
で
看

護
を
行
う
こ
と
を
指
す
言
葉
か

ら
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
語
源
と

な
っ
た
こ
と
も
ご
存
じ
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
今
夏
休
暇
中
、「
秘

湯
」
巡
り
で
二
カ
所
の
全
く
趣

の
異
な
る
宿
を
訪
れ
る
機
会
を

得
た
。
一
つ
は
ご
高
齢
の
母
堂

と
そ
の
息
子
が
ま
さ
し
く
二
人

き
り
で
全
て
を
取
り
仕
切
る
ご

く
小
規
模
な
宿
、
も
う
一
つ
は

秘
湯
と
は
い
え
ブ
ー
ム
の
波
に

乗
っ
た
温
泉
街
に
あ
る
中
規
模

の
宿
で
あ
る
。

　
湯
宿
に
赴
き
癒
さ
れ
た
い
と

い
う
思
い
の
通
り
、
両
者
と
も

ま
さ
し
く
訪
れ
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
宿
で
あ
っ
た
が
、
例
え

て
言
え
ば
、
前
者
は
個
人
開
業

医
、
後
者
は
患
者
の
多
い
病
院

と
い
っ
た
風
情
で
あ
る
。

　
ど
ち
ら
も
す
こ
ぶ
る
好
印
象

で
あ
っ
た
中
、
特
に
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
前
者
の
料
理
の

提
供
、
後
者
の
お
客
へ
の
対
応

で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
前
者
の
た
っ
た

二
人
で
切
り
盛
り
す
る
夕
餉

に
、
揚
げ
立
て
の
天
ぷ
ら
や
焼

き
立
て
の
魚
は
望
む
べ
く
も
な

い
が
、
決
し
て
熱
く
な
い
そ
れ

ら
の
料
理
は
冷
め
て
も
味
を
損

な
わ
な
い
よ
う
驚
く
ほ
ど
の
工

夫
が
施
さ
れ
て
い
た
。
片
や
、

後
者
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
の
人
気

の
宿
で
あ
り
な
が
ら
笑
顔
の
女

将
を
頂
点
に
、
人
手
不
足
で
雇

わ
れ
た
で
あ
ろ
う
外
国
籍
の
若

人
た
ち
が
日
本
的
も
て
な
し
を

具
現
す
る
べ
く
、
爽
や
か
に
働

く
姿
に
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
で

あ
っ
た
。

　
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
の
本

質
は
、
行
き
届
い
た
掃
除
、
温

か
み
の
あ
る
受
付
の
雰
囲
気
、

明
る
い
対
応
な
ど
の
努
力
と
工

夫
か
ら
「
こ
こ
に
来
て
良
か
っ

た
」「
こ
こ
に
来
る
と
癒
さ
れ

る
」
と
い
っ
た
感
情
を
醸
す
も

の
で
あ
り
、「
顧
客
の
要
求
に

応
え
る
」
と
い
う
「
サ
ー
ビ

ス
」
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
医
療
機
関
と
し
て
、
癒
さ
れ

た
い
気
持
ち
を
抱
き
つ
つ
来
院

す
る
患
者
た
ち
へ
の
「
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
」
に
つ
な
が
る
よ
う

今
一
度
考
え
て
み
た
い
。

温
泉
宿
の
も
て
な
し
に
癒
さ
れ
て

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
再
認
識

一
層
の
不
合
理
点
数
の
改
善
と

保
険
証
残
せ
の
運
動
を

協
会
の
役
員
体
制
・
財
政
の
底
上
げ
も
第77回定期
総会で方針

　
協
会
は
第
77
回
定
期
総
会
（
第
2
0
7
回
定
時
代
議
員
会
合
併
）
を
7
月
28
日
に
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
開
催
。
会
場
と
出
席
者
を
ウ
ェ
ブ
で
つ
な
ぐ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
実
施
し
た
。
99
人
（
代
議
員
64
人
、
一
般
会
員
14
人
、
役
員
21
人
）
が
出
席
し
、

飯
田
泰
啓
議
長
と
戎
井
浩
二
副
議
長
が
議
事
を
進
行
し
た
。
2
0
2
3
年
度
活
動
報
告
と

24
年
度
活
動
方
針
、
決
議
案
を
提
案
し
、
全
て
賛
成
多
数
で
承
認
、
採
択
さ
れ
た
。
総
会

後
は
講
演
会
、
創
立
75
周
年
に
伴
う
懇
親
会
を
開
催
し
た
。（
関
連
2
・
3
面
）

　
茨
木
和
博
副
理
事
長
が
23
年

度
の
活
動
を
総
括
し
た
。
今
次

診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
23

年
6
月
早
々
に
会
員
要
請
署
名

を
開
始
、
厚
労
大
臣
に
提
出
す

る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
改
定

を
ネ
ッ
ト
で
プ
ラ
ス
な
ど
を
厚

労
省
に
改
善
要
請
し
た
と
報
告
。

　
医
療
機
関
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
で
の
ト
ラ

ブ
ル
が
全
国
で
多
発
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
が
健
康

保
険
証
廃
止
の
政
策
を
進
め
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
協
会
は
ト

ラ
ブ
ル
事
例
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
23
年

8
月
（
第
2
弾
）、

12
月
（
第
3
弾
）
と

実
施
し
、
改
善
さ
れ

て
い
な
い
実
態
を
確

認
し
た
。
保
団
連
と

取
り
組
ん
で
い
る

「
保
険
証
を
残
せ
！
」

の
署
名
活
動
は
粘
り

強
く
継
続
す
る
と
し

た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
等
シ
ス
テ
ム
は

現
場
で
対
応
へ
の
負

担
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
と
し
、
医
療
Ｄ

Ｘ
に
関
す
る
改
善
を

国
に
要
望
。
医
療
情

報
の
連
携
が
患
者
の
た
め
に
な

る
よ
う
求
め
た
提
言
も
公
表
し

た
。

　
続
い
て
、
渡
邉
賢
治
副
理
事

長
か
ら
情
勢
を
報
告
。
戦
争
に

よ
り
多
く
の
人
が
命
、
生
活
を

奪
わ
れ
て
い
る
国
際
情
勢
に
触

れ
、
国
内
で
も
コ
ロ
ナ
禍
の
雇

用
収
縮
を
契
機
に
貧
困
の
拡

大
、
能
登
半
島
地
震
の
発
生
な

ど
の
命
と
健
康
を
脅
か
す
危
機

を
克
服
す
る
た
め
、
今
の
政

治
・
政
策
・
制
度
の
改
善
に
向

け
全
力
で
運
動
す
る
必
要
が
あ

る
と
強
調
し
た
。

　
今
次
改
定
で
は
、
外
来
医
療

費
の
抑
制
、
患
者
の
医
療
・
福

祉
の
ニ
ー
ズ
に
効
率
的
に
対
応

す
る
地
域
完
結
型
の
医
療
提
供

体
制
の
構
築
と
い
う
国
の
思
惑

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
。

診
療
報
酬
は
命
と
健
康
を
左
右

す
る
た
め
、
医
師
の
知
見
、
中

医
協
の
役
割
が
重
要
と
し
た
。

　
武
見
厚
生
労
働
大
臣
が
発
言

し
た
「
地
域
ご
と
の
医
師
の
割

り
当
て
」、
財
務
省
の
「
開
業

規
制
」「
地
域
別
診
療
報
酬
」

の
提
言
に
も
触
れ
、
新
し
い
地

域
医
療
構
想
が
自
由
開
業
か
ら

適
正
配
置
へ
の
契
機
と
な
る
可

能
性
へ
の
懸
念
を
示
し
た
。

　
情
勢
報
告
を
受
け
て
、
内
田

亮
彦
副
理
事
長
か
ら
24
年
度
活

動
方
針
を
提
案
。
今
次
改
定
は

多
く
の
医
療
機
関
に
打
撃
と
混

乱
を
も
た
ら
し
た
上
、
事
務
的

に
煩
雑
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
は
多
く
の
診
療
所
で
算
定
で

き
て
い
な
い
現
状
を
紹
介
。
会

員
か
ら
要
望
を
取
り
ま
と
め
、

不
合
理
点
数
の
是
正
を
図
り
た

い
と
し
た
。
生
活
習
慣
病
管
理

料
、
長
期
収
載
薬
の
選
定
療
養

化
な
ど
、
財
務
省
の
意
向
を
反

映
し
た
医
療
費
削
減
あ
り
き
の

国
の
進
め
方
に
も
問
題
提
起
し

た
い
と
し
た
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
の
狙
い
は
全
国
医

療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
だ
が
、
医
療
者
に
と
っ
て

使
い
勝
手
が
良
い
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
な
い
と
指
摘
。
医
療

者
の
利
活
用
に
特
化
し
た
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
固
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を
求
め
た
い

と
述
べ
た
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
一
本
化
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
保
険

証
も
使
え
る
体
制
の
維
持
を
求

め
、
10
月
に
開
催
す
る
京
都
弁

護
士
会
、
京
都
府
歯
科
保
険
医

協
会
と
共
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
（
下

掲
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
再
び
急

拡
大
し
て
い
る
中
、
肝
心
の
医

療
逼
迫
の
根
本
問
題
が
検
証
・

総
括
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
。

医
療
逼
迫
の
最
前
線
で
の
問
題

を
検
証
し
、
後
世
へ
の
教
訓
を

残
そ
う
と
体
験
記
『
コ
ロ
ナ
禍

の
医
師
た
ち
』
を
出
版
し
た
と

報
告
。
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
将

来
世
代
へ
受
け
継
ぐ
こ
と
が
我

々
の
責
務
と
し
、
今
秋
開
催
予

定
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
問
題
を

共
有
し
た
い
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
協
会
活
動
の
裾
野

を
広
げ
る
た
め
の
役
員
の
若
返

り
、
物
価
高
騰
等
が
直
撃
し
て

い
る
協
会
財
政
の
立
て
直
し
を

図
り
た
い
と
し
た
。
会
費
の
引

き
上
げ
も
検
討
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
し
、
次
回
総
会
で
提

案
し
た
い
と
述
べ
た
。

　
総
会
後
の
講
演
会
で
は
、

「『
源
氏
物
語
』
の
お
も
し
ろ

さ
」
と
題
し
て
京
都
先
端
科
学

大
学
教
授
の
山
本
淳
子
氏
が
講

演
し
た
。参
加
者
は
1
4
1
人
。

（
講
演
録
は
後
日
掲
載
予
定
）

本当に保険証をなくしていいの!?
10月26日に京都弁護士会と市民企画

　協会は京都弁護士会と共催で市民向け企画「本当に保険証をなくしてい
いの!?（仮題）」を開催する。10月26日（土）14時から京都弁護士会館・
地階ホールでウェブ併用で開催する（次号に詳報）。

本紙3170号に署名用紙を同封しました。本紙3170号に署名用紙を同封しました。
署名用紙の追加は協会にお申し出下さい。署名用紙の追加は協会にお申し出下さい。

署名にご協力下さい
　保団連・協会は秋の国会に向けて現
行の健康保険証を残すことを求める請
願署名に取り組んでいます。

鈴
木
卓
理
事
長
の
代
理
で

内
田
亮
彦
副
理
事
長
が
方
針
を
提
案

2 0 2 4 年 （令和 6年） 9 月 1 0 日 第 3 1 7 7 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

主な内容

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

◦医師賠償責任保険
◦�休業補償制度�
（所得補償、傷害疾病保険）
◦�針刺し事故等補償プラン
◦�自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

総
会
ア
ン
ケ
ー
ト「
診
療
報
酬
改
定
」�（
２
面
）

「
災
害
時
の
口
腔
ケ
ア
が
命
を
救
う
」講
演
会�（
６
面
）

新
連
載 

自
転
車
散
歩
と
ス
ケ
ッ
チ�（
６
面
）



総会
アンケート

実
施
日
：
2
0
2
4
年
7
月
28
日

対　

象
：
99
人　

回
答
数
：
71
人
（
回
答
率
72
％
）

今
次
改
定
で
「
痛
か
っ
た
」
こ
と

約
8
割
が
減
収
前
年
比
で
11
％
減

小
林
充
代
議
員
（
左
京
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
有
効
性

が
高
い
が
非
常
に
高
額
な
た

め
、
公
費
負
担
と
な
る
よ
う
行

政
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
の
2
種
類
あ
り
、
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
非
常
に
効
果
が
高

く
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
を
打
て
ば
か

な
り
終
生
に
近
い
免
疫
で
95
％

ぐ
ら
い
抑
制
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
特
に

免
疫
の
低
下
し
た
方
や
高
齢
者

で
症
状
が
非
常
に
ひ
ど
く
な
る

方
が
増
え
て
い
る
。
流
通
価
2

総
会
質
疑
応
答

国
は
診
療
報
酬
改
定
時
の
十
分
な
説
明
を

岡
所
代
議
員
　
今
回
の
診
療

報
酬
改
定
で
生
活
習
慣
病
管
理

料
（
Ⅱ
）
が
新
設
さ
れ
た
が
、

医
学
的
な
理
由
が
よ
く
分
か
ら

な
い
。
点
数
の
増
減
は
経
済
的

な
側
面
が
あ
る
が
、
算
定
方
法

を
変
え
る
時
は
や
は
り
医
学
的

理
由
が
必
要
と
思
う
。
今
後
の

改
定
時
に
は
十
分
な
説
明
が
な

さ
れ
る
よ
う
国
へ
要
望
し
て
ほ

し
い
。

福
山
正
紀
副
理
事
長
　
生
活

習
慣
病
管
理
料
（
Ⅱ
）
の
3
3

3
点
と
い
う
点
数
の
決
め
方
は

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
と
外
来

管
理
加
算
と
特
処
の
分
を
足
し

て
単
純
計
算
で
出
し
た
だ
け
の

点
数
だ
。
さ
ら
に
こ
の
3
疾
患

が
選
ば
れ
た
の
は
単
に
算
定
さ

れ
る
割
合
が
高
い
3
疾
患
と
い

う
だ
け
の
政
策
的
な
意
味
し
か

な
く
、
医
学
的
な
意
味
合
い
は

全
く
な
い
算
定
で
大
き
な
問
題

だ
。
今
後
の
協
会
の
運
動
に
大

き
く
生
か
し
て
い
き
た
い
。

先
発
医
薬
品
の
価
格
引
き
下
げ
の
運
動
を

岡
所
代
議
員

10
月
か
ら
薬

剤
の
長
期
収
載
品
の
選
定
療
養

費
化
が
始
ま
る
が
、
先
発
医
薬

品
と
後
発
医
薬
品
の
薬
価
差
を

以
前
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
い

る
。
先
発
医
薬
品
の
価
格
を
下

げ
後
発
医
薬
品
に
近
づ
け
れ

ば
、
み
ん
な
が
得
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
運
動

を
進
め
て
ほ
し
い
。

2
0
2
4
年
6
月
、
診
療
報

酬
改
定
が
実
施
さ
れ
約
2
カ
月

が
経
過
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

総
会
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。

　
回
答
者
の
内
訳
は
代
議
員
61

％
、
一
般
会
員
14
％
、
協
会
役

員
（
理
事
、
監
事
、
顧
問
）
25

％
。
回
答
者
の
主
た
る
診
療
科

は
内
科
系
69
％
、
外
科
系
31
％

で
あ
っ
た
。

　
今
次
改
定
で
個
人
的
に
「
痛

か
っ
た
」
改
定
内
容
（
経
営
を

直
撃
し
た
、
減
収
に
直
結
し

た
、
打
撃
を
受
け
た
項
目
）
は

何
か
質
問
し
た
（
複
数
回
答
・

図
1
）。
最
も
多
か
っ
た
の
は

「
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算
1

（
18
点
）
が
な
く
な
っ
た
」
で

58
％
、「
生
活
習
慣
病
管
理
料

（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）
の
算
定
要
件
で
あ

る
『
療
養
計
画
書
』
の
作
成
に

時
間
を
費
や
し
た
」
54
％
、

「
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
、
特

定
疾
患
処
方
管
理
加
算
の
対
象

か
ら
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
が
除
外
さ
れ
た
」
52

％
、「
処
方
箋
料
が
1
、
2
、

3
と
も
8
点
ず
つ
引
き
下
げ
ら

れ
た
」
49
％
、「
特
定
疾
患
処

方
管
理
加
算
2
が
10
点
引
き
下

げ
ら
れ
た
」
48
％
、「
薬
剤
情

報
提
供
料
が
6
点
引
き
下
げ
ら

れ
た
」
41
％
、「
生
活
習
慣
病

管
理
料
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）
が
月
2

回
算
定
で
き
な
い
」
38
％
等
と

な
っ
て
い
る
。

　
内
科
系
の
回
答
者
が
7
割
を

占
め
る
た
め
、
特
処
1
の
廃
止

や
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）
に
関
す
る
回
答
が
上
位

を
占
め
て
い
る
が
、
選
択
肢
に

挙
げ
た
内
容
は
全
て
、
多
く
の

会
員
に
と
っ
て
痛
手
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
そ
の
他
「
慢
性
維
持
透
析
管

理
料
と
生
活
習
慣
病
管
理
料
が

併
算
定
で
き
な
い
」「
新
設
の

介
護
保
険
施
設
等
緊
急
往
診
加

算
に
特
別
な
関
係
に
あ
る
場
合
の
算
定
制
限
が
あ
る
」
こ
と
が

痛
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

「
評
価
で
き
な
い
」

96
％

　
今
次
改
定
は
プ
ラ
ス
の
項
目

も
あ
っ
た
が
、「
痛
か
っ
た
」

改
定
内
容
と
合
わ
せ
て
今
次
改

定
を
ど
う
評
価
す
る
か
質
問
し

た
こ
ろ
、「
ま
っ
た
く
評
価
で

き
な
い
」
57
％
、「
あ
ま
り
評

価
で
き
な
い
」
39
％
、「
少
し

評
価
で
き
る
」
3
％
で
、「
と

て
も
評
価
で
き
る
」
は
な
か
っ

た
（
図
2
）。

　
今
次
改
定
に
つ
い
て
主
観
的

に
点
数
を
付
け
る
と
し
た
ら
何

点
の
評
価
を
付
け
る
か
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
平
均
28
点
の
評
価

で
あ
っ
た
（
中
央
値
30
点
、
最

大
値
80
点
、
最
小
値
0
点
）。

　
次
に
「
改
定
前
と
比
べ
て
増

収
に
な
っ
た
か
減
収
に
な
っ
た

か
」
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
減

収
」
76
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

19
％
、「
増
収
」
は
な
か
っ
た

（
図
3
）。「
減
収
に
な
っ
た
」

の
回
答
者
に
減
収
割
合
を
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
平
均
で
11
％
の

減
収
と
な
っ
た
（
中
央
値
10

％
、
最
大
値
30
％
、
最
小
値
0

％
）。

　
改
定
前
と
比
べ
て
の
仕
事
量

や
事
務
的
業
務
量
を
質
問
し
た

と
こ
ろ
、「
増
え
た
」
75
％
、

「
変
わ
ら
な
い
」
24
％
、「
減
っ

0 20 40 60

特定疾患処方管理加算 1（18点）がなくなった

生活習慣病管理料（Ⅰ）（Ⅱ）の算定要件である
「療養計画書」の作成に時間を費やした

特定疾患療養管理料、特定疾患処方管理加算の対象
から高血圧症、糖尿病、脂質異常症が除外された

処方箋料が1、2、3とも 8点ずつ引き下げられた

特定疾患処方管理加算 2が10点引き下げられた

薬剤情報提供料が 6点引き下げられた

生活習慣病管理料（Ⅰ）（Ⅱ）が月 2回算定できない

生活習慣病管理料（Ⅰ）（Ⅱ）と特定薬剤治療管理料、
悪性腫瘍特異物質治療管理料、療養費同意書交付料、

傷病手当金意見書交付料が併算定できない
在宅時医学総合管理料（在医総管）、

施設入居時等医学総合管理料（施医総管）の
点数が一律15点引き下げられた

トリガーポイント注射が10点引き下げられた

38％

41％

48％

49％

52％

54％

58％

11％

13％

30％

た
」
1
％
、
と
な
っ
た
（
図

4
）。

　
今
次
改
定
の
お
お
む
ね
の
評

価
と
し
て
、
多
く
の
保
険
医
に

打
撃
を
与
え
、
診
療
報
酬
が

減
っ
た
一
方
で
仕
事
量
・
事
務

量
は
増
え
た
改
定
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

　
最
後
に
今
次
改
定
を
行
っ
た

政
府
に
対
す
る
意
見
を
聞
い
た

（
表
）。
憤
り
、
嘆
き
の
声
の

他
、
批
判
的
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
協
会
は
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
厚
労
三
役
、
中
医
協
全

委
員
、
国
会
議
員
等
に
送
付
し

て
、
期
中
に
お
け
る
不
合
理
是

正
、
改
善
を
要
請
す
る
予
定
で

あ
る
。

●   ばかにしてる。
●  療養計画書作成手間がかかるが、それが点数に反
映されていない。

● 改定前の医療経営に対する評価があまりにも恣意
的であり、それが正しいかのごとく引き下げに用
いていること。

● 初再診料、入院基本料など基本診療料のアップを
望む。

● ここ10年以上診療報酬はずっと据え置きか、一
部マイナスとなっている。これでは質の高い医療
を継続するのは困難。

● 小手先すぎる。
● 次世代の医師達が日本の医療や保険診療への意欲
の失わないよう有益な改革をお願いします。

● 生活習慣病管理料（Ⅱ）を新設しなければいけな
い理由が不明で説明されていない。

● 患者さんが理解を得られるような説明をお願いし
たいです。

● 国の経済状況上、医療費削減はやむを得ないと思
いますが、手間を増やさないでいただきたい。

● 医療費狙い打ち減額はやめるべきだ。
● 開業しているのが嫌になった。
● 政府が日本の医療を崩壊させていることを自覚し
てほしい。

● 国は賃上げを推進しているが、原資を減らされた
のではどうしようもない。国の医療福祉のグラン
ドデザインはどうなっているのか、しっかり説明
する義務がある。

● 医療機関の存続が難しくなった。
● 事務処理を減らしてほしい。
● 管理料や管理加算、算定の要件などだんだん複雑
でわかりにくくなってきている。

● ベースアップ評価料をもう少しクリアな形にして
ほしい。

● 診療報酬の引き下げが前提と考えられているのが
おかしい。報酬引き上げで経済活性、社会の安
心、若者の安心を考えるべき。

● 開業医を締め上げる改定。

● 手間のかかることばかり増えた。
● 総理大臣はじめ国会議員は職責を果たせ。厚労大
臣は国民の健康、命を考え発言行動すると基本的
な立場で政治を行ってほしい。

● 本体の見直し、物価高、機器、建築費用の増加を
反映させた改定を。

● 財務省主導、削減ありきの診療報酬改定はやめて
いただきたい。急激な制度変更にならないよう議
論を尽くしてほしいと思います。

● 現場の声を無視した改定は許容できない。
● 不必要でつまらない改定が多すぎる。
● 診療以外に時間をとられることが多くなった。決
して医療DXは便利ではない。

● 今回の改定は、政府の方針に従わなければ経済的
損失を受けると脅し、診療に有益でもない事務作
業に医師や職員を縛りつけるものとなっていま
す。医療関係者の意欲を削ぎ、患者さんにも不利
益をもたらすと考えます。

● ベースアップ評価料など良さそうに見える項目も
あるが後日の報告に多大な事務業務を要しとても
申請できなかった。

● 診療報酬提要は改定でパッチだらけとなり、解読
だけでも煩雑で、事務作業が著しく過重となって
います。国民である医療者の健康も厚生労働省は
考慮していただきたい。

● 大事にしている方向性が違う。軍事費が優先では
ないはず。子ども支援とのトレードオフすべきで
はない。子どもも若者も子育ても高齢者も難民も
だ。

● やってられません。改定に期待するのは諦めまし
た。

● 制度が複雑すぎる。
● このまま財務省主体での診療報酬改定では、皆保
険制度存続は医療者にさらなる負担を強いること
になり経営困難な医療機関が廃業せざるを得な
い！

● 保険証は必ず残して下さい。
● インセンティブでマイナ保険証やDXに誘導する
ようなあざとい改定はやめてほしい。

今次改定を行った政府に対する意見

「
開
業
し
て
い
る
の
が
嫌
に
な
っ
た
」

図１　痛かったこと（複数回答、一部抜粋）

図２ 今次改定に対する評価

図３ 改定前と比べて増収か減収か

図４ 仕事量、事務的業務量の増減

無回答 6％

変わらない
19％

増収になった 0％

減収になった
76％

無回答 1％とても評価できる 0％
少し評価できる

3％

あまり評価
できない 39％

まったく
評価できない
57％

24
年
度
予
算
の
諸
法
対
策
費
の
支
出
減
の
理
由
は

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
・
自
己
負
担
減
額
の
仕
組
み
を

岡
所
明
良
代
議
員
（
与
謝
）

2
0
2
4
年
度
予
算
の
う
ち

保
険
部
会
の
支
出
で
、
前
年
度

に
比
し
て
保
険
関
係
費
が
減
る

万
円
の
設
定
が
多
い
が
、
公
費

補
助
で
自
己
負
担
を
減
額
す
る

運
動
は
さ
れ
な
い
の
か
。

渡
邉
賢
治
副
理
事
長
　
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
、
最

近
テ
レ
ビ
で
も
頻
繁
に
宣
伝
を

し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
治
療

法
が
あ
る
中
で
ワ
ク
チ
ン
は
有

効
だ
。
国
や
自
治
体
へ
助
成
を

求
め
て
い
き
た
い
。

の
は
診
療
報
酬
改
定
年
度
で
な

い
た
め
理
解
で
き
る
が
、
諸
法

対
策
費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
理

由
は
何
か
。

福
山
正
紀
副
理
事
長
　『
公

費
負
担
医
療
等
の
手
引
』
を
23

年
度
に
発
行
し
た
。
そ
の
分
の

諸
法
対
策
費
が
大
き
く
減
っ
て

い
る
が
、
事
実
上
の
活
動
費
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

小林氏（上）
岡所氏（下）

変わらない
24％

減った 1％

増えた 75％

2 0 2 4 年 (令和 6年) 9 月 1 0 日第 3 1 7 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



京都府　健康福祉部長 長谷川　学
京都市　保健福祉局健康長寿のまち・京都推進担当局長
 八代　康弘
自由民主党 衆議院議員　田中　英之
自由民主党 衆議院議員　本田　太郎
立憲民主党 衆議院議員　泉　　健太
立憲民主党 衆議院議員　山井　和則
立憲民主党 参議院議員　福山　哲郎
日本維新の会 衆議院議員　堀場　幸子
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富国生命保険相互会社　京都支社長 田村　幸則
39保険医協会・医会
全国保険医団体連合会

総
会
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
覧

（
敬
称
略
）

2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（C
O
V
ID
－19

）
が
5
類
感

染
症
に
引
き
下
げ
ら
れ
1
年
が

経
過
し
た
。
十
分
と
は
言
い
難

い
政
策
の
中
、
海
外
と
比
し
て

感
染
者
数
・
死
亡
者
数
を
抑
え

込
め
た
の
は
医
療
従
事
者
と
国

民
の
弛
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
政
府
は
、
国
民
の

た
め
コ
ロ
ナ
対
応
・
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
奔
走
し
て
き
た

医
師
を
手
の
平
を
返
し
て
も
う

け
過
ぎ
だ
と
糾
弾
し
て
き
た
。

各
種
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金
が

打
ち
切
ら
れ
各
医
療
機
関
が
減

収
と
な
る
中
、
本
年
6
月
の
診

療
報
酬
改
定
は
、
賃
上
げ
・
物

価
高
騰
を
十
分
に
鑑
み
た
改
定

と
は
言
い
難
い
。

　
本
年
4
月
か
ら
は
医
師
の
働

き
方
改
革
が
十
分
な
タ
ス
ク
シ

フ
ト
も
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
施
行
さ

れ
、
診
療
の
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
医
療
機
関
も
出
て
き
て

お
り
、準
備
不
足
は
否
め
な
い
。

　
政
府
は
マ
イ
ナ
保
険
証
が
い

ま
だ
6
％
程
度
し
か
利
用
さ
れ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

12
月
に
現
行
の
健
康
保
険
証
を

廃
止
す
る
方
針
を
変
え
よ
う
と

し
な
い
。
一
般
社
会
で
は
あ
り

得
な
い
判
断
で
あ
る
が
、
そ
れ

を
食
い
止
め
る
こ
と
の
で
き
な

い
現
状
を
見
て
、
医
師
の
政
治

離
れ
が
進
み
、
政
府
が
さ
ら
な

る
愚
策
を
強
行
し
て
く
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
と
い
う
国
難
を
乗
り

切
っ
た
後
に
も
、
医
療
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続

く
こ
と
に
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
・
医
薬
品
の
供
給
不

足
等
、
我
々
は
数
々
の
問
題
を

抱
え
な
が
ら
日
々
の
診
療
を
継

続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
国
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活

を
守
る
国
民
皆
保
険
制
度
・
医

療
機
関
を
堅
持
す
る
た
め
、
以

下
を
決
議
す
る
。

　
一
．
今
後
は
物
価
高
騰
に
対

応
し
た
、
煩
雑
な
事
務
作
業
を

課
さ
な
い
診
療
報
酬
改
定
と
す

る
こ
と

　
一
．
保
険
証
廃
止
を
撤
回
す

る
こ
と
。
ま
た
補
助
金
や
診
療

報
酬
を
ぶ
ら
下
げ
て
医
療
機

関
・
薬
局
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を

利
用
促
進
さ
せ
る
こ
と
は
や
め

る
こ
と

　
一
．
働
き
方
改
革
施
行
後
も

従
前
の
医
療
体
制
を
維
持
で
き

る
よ
う
タ
ス
ク
シ
フ
ト
や
医
師

確
保
の
施
策
を
進
め
る
こ
と
。

ま
た
自
由
開
業
制
を
守
り
、
医

師
定
数
配
置
や
地
域
別
診
療
報

酬
導
入
を
行
わ
ぬ
こ
と

　
一
．
国
民
・
医
療
機
関
が
混

乱
を
来
さ
な
い
よ
う
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
・
医
薬
品
の

供
給
不
足
に
つ
い
て
、
国
民
に

広
く
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、

対
策
を
示
す
こ
と

2
0
2
4
年
7
月
28
日

京
都
府
保
険
医
協
会

第
77
回
定
期
総
会

（
第
2
0
7
回
定
時
代
議
員
会

合
併
）

総
会
決
議

総
会
決
議

懇親会
　京都府保険医協会は2024年６月14日に創立75周年　京都府保険医協会は2024年６月14日に創立75周年
を迎えたことに伴い懇親会を開催しました。懇親会はコを迎えたことに伴い懇親会を開催しました。懇親会はコ
ロナ禍の影響で不開催が続き、2019年（創立70周年祝ロナ禍の影響で不開催が続き、2019年（創立70周年祝
賀会）から５年振りとなりました。来賓、講演会講師、賀会）から５年振りとなりました。来賓、講演会講師、
代議員、会員、家族・従業員含め115人が参加しました。代議員、会員、家族・従業員含め115人が参加しました。
　当日は能登半島地震被災地支援の一環としての福引、　当日は能登半島地震被災地支援の一環としての福引、

東日本大震災被災地支援の物産展（協力：東日本大震災被災地支援の物産展（協力：
かけあしの会）を催しました。かけあしの会）を催しました。

能登半島地震被災地支援の一環として、
福引の景品は主に石川県産を選びました。

特賞  AKRacing　オフィスチェア　
Premium Monarca［イタリアンレザー］

◇ 加賀木材（金沢市）能登ヒバ　シューキーパー＆靴用
スプレーセット

◇ 清峰堂（能美市）九谷がらす急須　鉄仙アメ釉
◇ 千舟堂（輪島市）輪島塗　iro鉢　黄NEGORO
◇ 千舟堂（輪島市）輪島塗　iro鉢　姫紫
◇ 田谷漆器店（輪島市）拭漆まな板／拭漆料理ベラ・菜
箸・ミニベラセット

◇箔一（金沢市）吟醸グラス　千筋［２組］
◇千舟堂（輪島市）輪島塗　乾漆箸［黒・赤］
◇ 箔一（金沢市）金華ゴールドエステ箔24K［20枚入り］
◇あら与（白山市）ふぐ笹干ぬか漬・粕漬
◇ のとのファクトリー（能登町）里山ジャム４種セット
［ブルーベリー・いちご・いちじく・りんご］
◇ 大畑食品（金沢市）くるみのおやつ［生姜カラメル・大
野醤油］

◇じほう　治療薬ハンドブック

創立75周年

創立75周年

武
田
真
一
氏（
西
京
）

藤
岡
嗣
朗
氏（
船
井
）

高
島
啓
文
氏（
右
京
）

安
田
美
希
生
氏（
綴
喜
）

田
代
　
博
氏（
右
京
）

齊
藤
憲
治
氏（
右
京
）

京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会

理
事
長
　
佐
藤
　
晋
氏

一
般
社
団
法
人
京
都
私
立
病
院
協
会

会
長
　
清
水
鴻
一
郎
氏

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

会
長
　
竹
田
智
雄
氏

講
師
　
京
都
先
端
科
学
大
学

教
授
　
山
本
淳
子
氏

清水 鴻一郎氏（伏見）

来賓あいさつ

福　引　（能登半島地震被災地支援）抽選に当たった会員各位
中
尾
洋
子
氏（
西
京
）

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会

会
長
　
若
園
吉
裕
氏

乾　杯

講
演
会

特賞
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結
局

ど
う
す
る
？

　
こ
の
連
載
も
最
後
に
な
り
ま

し
た
。

　
電
子
デ
ー
タ
保
存
の
義
務

化
。
面
倒
な
話
で
す
。
カ
タ
カ

ナ
語
を
見
る
だ
け
で
拒
否
反
応

が
あ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。

　
悩
ま
し
い
の
は
、
制
度
が
求

め
る
通
り
に
実
施
す
る
の
か
、

緩
和
措
置
で
対
応
す
る
の
か
で

す
。
後
者
は
、
税
務
調
査
の

デ
ジ
タ
ル
化
問
題

専
門
家
任
せ
に
せ
ず
把
握
を

シ
ー
ン
で
は
不
本
意
な
対
応
を

迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求
め
」

へ
の
対
応
問
題
で
す
。
電
子
カ

ル
テ
情
報
の
扱
い
も
新
た
な
課

題
で
す
。

　
ま
ず
最
低
限
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
電
子
取
引

デ
ー
タ
保
存
の
徹
底
で
す
。
法

律
が
求
め
る
の
は
電
子
取
引
情

報
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ー
タ
で

保
存
す
る
こ
と
で
あ
り
、
中
途

半
端
な
対
応
で
は
税
務
調
査
で

不
利
な
局
面
が
出
な
い
と
も
限

り
ま
せ
ん
。

　
保
存
義
務
が
あ
る
電
子
取
引

デ
ー
タ
は
、
①
電
子
メ
ー
ル
で

受
領
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
請
求
書
や

領
収
書
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
請
求
書

や
領
収
書
③
請
求
書
発
行
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
で
受
領
し
た
請
求
書
や
領
収

書
④
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
明
細

や
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
の

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
の
利
用
情
報

⑤
自
ら
が
電
子
メ
ー
ル
で
送
付

し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
請
求
書
や
領
収

書
―
な
ど
で
す
。

医
業
の
電
子
化
と

併
せ
て

　
現
在
の
医
業
は
デ
ジ
タ
ル
化

（
Ｄ
Ｘ
）
と
無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
電
子
カ
ル
テ
へ
の
対
応
、
紙

媒
体
の
ス
キ
ャ
ナ
保
存
も
課
題

で
し
ょ
う
。
税
務
対
応
と
も
重

複
す
る
た
め
、
併
せ
て
対
策
を

考
え
る
の
が
効
率
的
で
す
。
税

理
士
を
含
め
専
門
家
と
の
相
談

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
電
子
デ
ー
タ
の
保
存
は
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
責
任
に
な
り
ま
す
。

税
理
士
に
会
計
・
申
告
業
務
な

ど
を
依
頼
す
る
場
合
も
、
税
理

士
任
せ
に
は
せ
ず
、
書
類
や

デ
ー
タ
の
受
け
渡
し
方
法
な
ど

も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
専
用
ソ

フ
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
は
必
至
で
す
。
コ
ス

ト
と
生
産
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
は

難
問
で
す
。

　
と
は
い
え
、
電
子
保
存
の
義

務
化
は
1
月
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
待
っ
た
な
し
の
状
況
で

す
の
で
、
優
先
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
お
わ
り
）

　低金利時代の中でも高い利率と生保６社による安定運営・リスク分散で安心
の積み立てができます。老後資金のみならず、住宅資金や学資などまとまった
資金が必要な時に一時金として受け取れます。一時金受取時（一時所得）は利
息部分のみに課税され、50万円までは税金がかかりません。

さらに決算時に配当があれば積立金に上乗せされます。
2023年度は0.064％の上乗せがありました。

引受保険会社

大 樹 生 命
明治安田生命
太 陽 生 命
富 国 生 命
日 本 生 命
第 一 生 命

お問い合わせ・資料請求は京都府保険医協会まで

●満期は80歳
●掛金払込の一時中断（掛金の全部または一部）、再開が可能
● 中途脱退後に再加入も可能（満74歳まで）
● 他府県への異動時も継続可能

加入時に受取方法を決める必要はなく、
加入後いつでも受取可能
※加入５年未満での受取は一時金のみ
※万一の場合はご遺族が年金、もしくは一時金で全額受取

2 自在性

年金［ 4 通り］または一時金3 多様な受取方法

1 掛金の分かりやすさ
月　払 1口 1 万円で 30口 30万円まで
一時払 1口50万円で 40口 2,000万円まで（普及期間ごとに）

※１　 損害保険会社の保険本業での「収益力」を示す指標。正味損害率と正味事業比率の合算値。一般的にこの値が低いほど
保険会社の収益性が高いといわれている。

※２　 通常の予測を超えて発生するリスク（大災害等）に対応できる「支払余力」を有しているかを判断する行政監督上の指
標の一つ。この比率が200％を下回った場合、監督当局により早期是正措置がとられる。

保険医年金制度協会共済制度関係会社2023年度決算

発行体格付けは、証券の購入、売却、または保有を奨めるものではなく、また、時価や
特定の投資家に対するその証券の適合性について言及するものでもない。
Ａ……… 債務を履行する能力は高いが、上位二つの格付けに比べ、事業環境や経済状況

の悪化からやや影響を受けやすい。
プラス記号（＋）、マイナス記号（－）…
　　　　 「AA」から「CCC」までの格付けには、プラス記号またはマイナス記号が付

されることがあり、それぞれ各カテゴリーの中での相対的な強さを表す。

　2023年10月より京都銀行グループは持株会社へと移行し、京都フィナ
ンシャルグループ（京都FG）としてスタート。京都銀行の経営理念を
継承するとともにサステナビリティ経営の実践を志向する。第１次中期
経営計画における主要計数は目標に対し順調に進捗し、当期純利益は計
画最終年度（2025年度）に掲げていた300億円に到達。今後の成長戦略
の検討に着手し、持続可能な企業価値の向上に向けた議論を進めるとし
ている。こうした状況において、京都府保険医協会との斡旋融資制度で
も健闘している。 

　2023年度の日本経済は企業収益が全体として高水準で推移し、雇用・所得環境が改善する下で、物価上
昇の影響を受けつつも設備投資は増加。また個人消費も底堅く推移し、景気は緩やかに回復した。コロナ
禍から一転、ほとんどの会社が基礎利益、実質純資産額、ソルベンシーマージン比率の水準を伸ばす結果
となった。
　各社は生命保険という特性を踏まえ、安全かつ有利の原則に従い、将来にわたり高水準の運用収益の確
保を資産運用の基本としている。そのため過大な損失の発生を防止するためのリスク管理体制の整備を行
うなど、各社は資産運用の強化と健全性に向けた取り組みを行っている。

　新型コロナウイルス感染症への対応がある程度落ち着いたものの、23年度も自然災害が猛威を振るい、
台風、水害、ひょう災に加え、24年１月には能登半島地震で甚大な被害が発生した。そのような中で、損
害保険会社はそれぞれに「“安心・安全・健康”であふれる未来へ」「一人ひとり一つひとつを大切に。あ
りがとうがあふれるように」をビジョンに掲げ、また「未来にわたって、世界のリスク・課題の解決で
リーダーシップを発揮するイノベーション企業」の実現に向けて日々取り組んでいる。
　協会関係各社は十分な純資産を保持し、ソルベンシー・マージン比率も引き続き高い水準を保っている。

斡旋融資制度

医師賠償責任保険・休業補償制度

株式会社京都銀行
自己資本比率 国内基準（4％以上） 12.56％（12.97％）
開示債権の
引当・保全状況

残　高 970億円（997億円）
保全率 92.3％（92.6％）

当期純利益 296億円（256億円）

総資産 11兆5,497億円
（11兆176億円）

格付け（R＆I） A

保険金支払能力に対する格付けは、保険会社の保険債務が約定通り支払われる確実性に
ついてのR＆Iの意見であり、個々の保険契約の支払いの程度に対する意見ではない。
ＡＡ……保険金支払能力は極めて高く、優れた要素がある。
Ａ………保険金支払能力は高く、部分的に優れた要素がある。
プラス（＋）、マイナス（－）表示…
　　　　 AA格からCCC格については、上位格に近いものにプラス、下位格に近いも

のにマイナス表示をすることがある。

Ｒ＆Ｉ 格付投資情報センター

S＆P  スタンダード＆プアーズ

解説　格付けについて

大樹生命保険株式会社 明治安田生命保険相互会社 富国生命保険相互会社
基礎利益 171億円（204億円） 4,989億円（3,716億円） 930億円（472億円）

実質純資産額 8,187億円
（8,134億円）

10兆7,058億円
（８兆6,148億円）

２兆1,991億円
（１兆7,770億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 819.9％（854.3％） 994.5％（980.8％） 1,147.0％（1,133.8％）
格付け（S＆P） A A+ A+

日本生命保険相互会社 太陽生命保険株式会社 第一生命保険株式会社
基礎利益 7,087億円（4,988億円） 407億円（212億円） 3,310億円（2,571億円）

実質純資産額 20兆1,549億円
（16兆8,053億円）

7,394億円
（6,177億円）

６兆6,258億円
（６兆6,083億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 980.0％（1,019.9％） 716.2％（580.9％） 865.0％（865.4％）
格付け（S＆P） A＋ A A＋

損害保険ジャパン株式会社 三井住友海上火災保険株式会社
正味収入保険料 ２兆1,779億円（２兆2,2557億円）１兆6,233億円（１兆6,298億円）
正味損害率 66.9％（64.1％） 65.6％（64.3％）

コンバインド･レシオ※1 99.3％（97.6％） 98.3％（96.8％）
当期純利益 2,079億円（1,080億円） 1,677億円（1,078億円）
純資産額 １兆8,951億円（１兆4,086億円） ２兆6,817億円（１兆9,625億円）

ソルベンシー･マージン比率※2 680.2％（623.3％） 691.1％（684.3％）
格付け（R＆I） AA AA

　協会の各種共済制度を委託している関係会社より2023年度の決算が発
表されました。各会社の状況は以下の通りです。※（　）内は2022年度の数値

10月21日までにお申込みを（2025年 1月 1日加入）

保険医年金　加入・増口受付中

1.202％を保証 !（2024年 9 月 1 日現在）予定利率

2 0 2 4 年 (令和 6年) 9 月 1 0 日第 3 1 7 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

税理士 税理士 岡田 俊明岡田 俊明

DXDXの波
税 務 編
その対応法

制度紹介
（保団連HP）

Ｗebからの
お問い合わせ



地
域
包
括
診
療
加
算
の
経
過
措
置

A

504504

お申込は
こちらから

能登半島地震の現場から問う！
復旧・生活再建をめぐる対抗軸
― 蔑ろにされる被災者の命と暮らし

9月21日（土）13時30分～16時30分
TKP市ヶ谷カンファレンスセンター８F バンケットホール８B
（東京都新宿区市谷八幡町８番地）※JR市ヶ谷駅から徒歩１分

被災地にみる人権と自治の課題
― いのちの保障なき日本社会の縮図
 熊本学園大学教授　高林 秀明氏
なぜ進まない 被災地の救援・復旧・復興
― 惨事便乗型復興政策 vs『人間の復興』
京都橘大学教授・京都大学名誉教授　岡田 知弘氏

コーディネーター：都留文科大学名誉教授　後藤 道夫氏
お問い合わせ

京都府保険医協会
☎075-212-8877

主催 福祉国家構想研究会
後援 京都府保険医協会

公開研究会
2024

日 時

報
告
①

報
告
②

場 所

　能登半島被災地では被災者の生活再建が一向に進まず、住民の流
出が続いています。それを加速させるかのような災害復旧における
「選択と集中」論が幅をきかせ、一部の地方議会では財政的に無駄
だとして「万博よりも被災地復興に」という意見書が不採択になる
状況です。能登半島の被災地で何が起きているのかを検証すること
で、政府や地方自治体による災害対応のあり方を問い直します。

参加費 無料
ウェブ配信あり

9月19日
17時まで

申
込
締
切

Ｑ
、
地
域
包
括
診
療
加
算

は
、
今
回
の
改
定
で
施
設
基
準

等
追
加
さ
れ
た
が
、
届
出
を
し

直
す
必
要
は
あ
る
の
か
。

Ａ
、
地
域
包
括
診
療
加
算
を

2
0
2
4
年
3
月
31
日
時
点
で

届
け
出
て
い
た
診
療
所
が
、
2

0
2
4
年
10
月
1
日
以
降
も
算

　
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
―
大
阪
間

の
ル
ー
ト
を
め
ぐ
っ
て
議
論
の
迷

走
が
続
い
て
い
る
。

1
9
7
3
年
、
全
国
新
幹
線
整

備
計
画
に
書
か
れ
た
の
は
、
小

浜
、
亀
岡
を
経
由
し
て
大
阪
に
直

結
す
る
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
主
要
交

通
軸
か
ら
外
れ
た
地
域
の
開
発

と
、
原
発
立
地
に
対
す
る
見
返
り

の
意
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
京
都
を
通
ら
な
い
の

は
さ
す
が
に
便
利
が
悪
い
。

　
そ
の
後
、
米
原
ル
ー
ト
、
湖
西

ル
ー
ト
、
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
を

中
心
に
誘
致
運
動
と
比
較
論
争
が

展
開
さ
れ
た
。
自
治
体
は
府
県
域

に
こ
だ
わ
り
、
一
時
は
小
浜
―
舞

鶴
―
京
都
と
い
う
案
ま
で
出
た
。

2
0
1
6
年
12
月
に
与
党
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
小
浜
・
京
都

ル
ー
ト
を
採
用
。
17
年
3
月
に

は
、
京
都
か
ら
京
田
辺
市
（
松
井

山
手
付
近
）
を
経
て
新
大
阪
に
つ

な
ぐ
南
回
り
案
を
追
加
し
た
。

　
今
年
8
月
に
は
、
事
業
主
体
と

な
る
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
と
国
交
省
が
、
京
都
市

内
の
ル
ー
ト
と
駅
の
位
置
に
つ
い

て
、
東
西
案
、
南
北
案
、
桂
川
駅

案
の
3
案
を
公
表
し
た
。

　
小
浜
か
ら
南
は
、
ほ
と
ん
ど
が

ト
ン
ネ
ル
。
京
都
市
街
地
も
北
西

の
鳴
滝
か
御
室
あ
た
り
か
ら
シ
ー

ル
ド
工
法
で
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
。

京
都
の
駅
の
位
置
が
ど
の
案
で
も

敦
賀
以
南
の
工
期
は
25
年
以
上
。

事
業
費
は
物
価
上
昇
を
見
込
む
と

5
兆
円
前
後
か
か
る
と
い
う
。

　
旧
美
山
町
、
旧
京
北
町
の
山
間

部
は
国
定
公
園
。
駅
も
で
き
な
い

の
に
土
砂
の
掘
削
・
運
搬
で
迷
惑

を
受
け
る
。
京
都
市
街
地
は
地
下

水
の
枯
渇
や
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
平
安
京
な
ど
の
遺
構

も
壊
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
っ
さ
と
米
原
ル
ー
ト
に
変
更

し
た
ほ
う
が
い
い
。

　
い
ち
ば
ん
の
理
由
は
需
要
。
人

が
行
き
来
す
る
の
は
北
陸
と
京
阪

神
方
面
だ
け
で
は
な
く
、
北
陸
と

東
海
方
面
も
多
い
か
ら
だ
（
こ
の

論
点
を
語
る
人
は
少
な
い
）。

　
小
浜
―
京
都
に
南
回
り
を
加
え

た
ら
約
1
4
0
キ
ロ
。
米
原
ル
ー

ト
な
ら
50
キ
ロ
で
、工
期
は
短
く
、

事
業
費
も
少
な
く
て
済
む
。

　
東
海
道
新
幹
線
の
ダ
イ
ヤ
が
過

密
で
乗
り
入
れ
困
難
と
言
わ
れ
る

が
、
大
阪
―
敦
賀
間
の
特
急
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
は
1
時
間
に
2
本
。

新
大
阪
―
名
古
屋
間
の
新
幹
線
は

1
時
間
に
最
大
12
〜
13
本
。
東
京

―
新
横
浜
間
は
1
時
間
に
最
大
15

〜
16
本
、
走
っ
て
い
る
。

　
直
通
時
は
乗
務
員
が
交
代
す
れ

ば
よ
い
。
北
陸
新
幹
線
は
長
野
駅

で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の

乗
務
員
が
交
代
し
て
い
る
。

　
ど
う
し
て
も
無
理
な
ら
米
原
乗

り
換
え
で
も
よ
い
。
リ
ニ
ア
新
幹

線
が
大
阪
ま
で
延
伸
さ
れ
た
ら
、

東
海
道
新
幹
線
の
ダ
イ
ヤ
に
余
裕

が
生
ま
れ
る
の
で
、
そ
の
時
点
で

北
陸
へ
直
通
運
転
す
れ
ば
よ
い
。

　
残
念
に
思
う
の
は
滋
賀
県
の
新

幹
線
新
駅
。
06
年
の
知
事
選
で
約

2
4
0
億
円
の
地
元
負
担
を

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
訴
え
た
嘉

田
由
紀
子
氏
が
当
選
し
、
中
止
さ

れ
た
。
草
津
周
辺
は
日
本
有
数
の

人
口
急
増
地
域
で
企
業
や
大
学
の

立
地
も
多
く
、
新
幹
線
の
追
い
抜

き
用
待
避
線
も
つ
く
れ
た
の
に
。

　
実
は
、
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
が

採
用
さ
れ
た
最
も
大
き
な
要
因
は

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
意
向
で
あ
る
。
新

大
阪
ま
で
自
社
路
線
一
本
に
し
た

い
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
新
幹
線
に
接
続

し
て
収
入
を
持
っ
て
い
か
れ
る
の

は
い
や
だ
…
…
。
国
鉄
分
割
民
営

化
の
悪
影
響
が
出
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
は
年
内

に
決
め
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ま

だ
確
定
は
し
て
い
な
い
。
一
握
り

の
政
治
家
や
営
利
企
業
の
思
惑
で

決
め
て
よ
い
こ
と
で
は
な
い
。

米
原
ル
ー
ト
に
変
え
た
ほ
う
が
い
い

金
融
共
済
委
員
会

（
8
／
21
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
共
済
制
度
関
係
各
社
か
ら
の

決
算
報
告
（
関
連
4
面
）

②
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
2
件
を
審
査
し
可
決
し

ま
し
た
。

③
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

施
設
基
準
が
改
正
さ
れ
た
特
掲

診
療
料
（
1
4
8
9
頁
）
で
、

（
2
0
2
4
年
10
月
1
日
以
降

に
引
き
続
き
算
定
す
る
場
合
）

と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
数
は
、

9
月
30
日
ま
で
の
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
10
月
1
日

以
降
も
算
定
す
る
場
合
は
10
月

1
日
必
着
で
再
届
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
人
間
の
生
（
生
ま
れ
る
、
生

き
る
、
活
動
す
る
、
死
ぬ
）
に

と
っ
て
、
医
師
は
切
実
か
つ
絶

対
的
に
必
要
な
存
在
で
あ
る
。

高
度
な
専
門
性
と
質
を
持
つ
日

本
の
医
療
は
、「
皆
保
険
」
体

制
の
下
で
、
病
院
・
診
療
所
と

医
師
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
の

懸
命
な
働
き
に
よ
っ
て
住
民
に

届
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
亡
く
な
っ

た
人
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
新

興
感
染
症
の
混
乱
し
た
状
況

だ
っ
た
の
で
、「
仕
方
が
な

か
っ
た
」、「
や
む
を
得
な
か
っ

た
」
で
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
て

い
た
の
か
。
そ
の
実
態
の
分
析

と
検
証
に
つ
い
て
、
専
門
家
も

研
究
者
も
公
務
員
も
政
治
家
も

決
し
て
逃
げ
て
は
な
ら
な
い
。

問
題
の
本
質
と
責
任
の
所
在
を

検
討
し
て
初
め
て
、
次
の
新
興

感
染
症
の
拡
大
に
備
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
医
療
に
か
か
れ
な
か
っ
た

問
題
の
構
造
的
な
分
析
と
解
明

は
、
い
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な

い
。

　
本
書
は
「
コ
ロ
ナ
『
留
め
置

き
死
』」
問
題
を
福
祉
施
設

（
高
齢
者
、
障
が
い
者
）
や
病

院
、
保
健
所
（
地
域
）
ご
と
に

取
り
上
げ
、
社
会
保
障
研
究
者

や
運
動
家
、
福
祉
の
専
門
家
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
医
師
や
保

健
師
が
多
面
的
に
分
析
し
た
貴

ま
で
の
新
自
由
主
義
的
な
医
療

制
度
改
革
が
も
た
ら
し
た
矛
盾

の
顕
在
化
で
あ
る
面
も
指
摘
し

て
い
る
③
現
実
に
起
こ
っ
た
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
景

に
あ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
や

人
権
を
巡
る
課
題
が
指
摘
さ
れ

れ
て
い
る
⑥
執
筆
者
か
ら
読
者

に
対
し
て
「
い
の
ち
を
大
切
に

す
る
国
を
め
ざ
す
提
言
」
が
示

さ
れ
、
私
た
ち
自
身
が
こ
の
問

題
を
自
分
事
と
し
て
考
え
取
り

組
ん
で
い
く
手
掛
か
り
が
ま
と

め
て
示
さ
れ
て
い
る
―
で
あ

る
。

　
今
後
も
、
公
衆
衛
生
と
医
療

の
充
実
の
た
め
に
医
療
関
係

者
、
行
政
・
福
祉
職
員
、
研
究

者
、
市
民
が
討
議
し
共
同
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
が
、
本
書

は
そ
う
し
た
場
に
大
き
な
貢
献

を
果
た
す
1
冊
だ
と
思
う
。
な

お
、
7
月
に
京
都
府
保
険
医
協

会
か
ら
『
コ
ロ
ナ
禍
の
医
師
た

ち
―
記
憶
と
記
録
が
こ
れ
か
ら

の
感
染
症
対
策
の
出
発
点
に
』

が
発
行
さ
れ
た
。
実
は
市
民
に

と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
医
師
が

何
を
考
え
ど
う
行
動
し
、
何
に

苦
労
し
て
い
た
の
か
を
知
る
情

報
源
は
少
な
い
中
で
、
非
常
に

貴
重
な
冊
子
で
あ
り
、
送
付
い

た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
る
。
こ

ち
ら
も
し
っ
か
り
読
み
込
ん

で
、
今
後
の
医
療
保
障
運
動
に

備
え
た
い
と
個
人
的
に
は
思
っ

て
い
る
。

重
な
1
冊
で
あ
る
。

　
本
書
の
特
徴
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
①
各
現
場
の
実
態
と

課
題
が
デ
ー
タ
や
事
例
を
基
に

明
確
に
記
述
さ
れ
て
い
る
②
コ

ロ
ナ
禍
で
の
医
療
逼
迫
が
そ
れ

て
い
る
④
医
療
や
保
健
所
、
福

祉
の
現
場
で
の
専
門
職
の
苦
闘

と
苦
悩
が
率
直
に
語
ら
れ
て
い

る
⑤
医
療
（
医
師
）
の
側
か
ら

問
題
分
析
を
踏
ま
え
た
医
療
の

本
質
と
課
題
や
教
訓
が
述
べ
ら

評
・
岡
﨑
祐
司
　
佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授

コロナ「留め置き死」― 医療を受けられなかった人たち

背景に人権の課題 自分事と捉える端緒

医師たちの行動と苦労の情報少ない中

編　 横山 壽一、井上 ひろみ
中村 暁、松本 隆浩
株式会社旬報社

2024年７月10日 1,870円（税込）

定
め
て
い
る
こ
と
等
が
施
設
基

準
要
件
に
追
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
施
設
基
準
は
『
社
会
保
険

診
療
提
要
2
0
2
4
年
度
版
』

1
0
5
7
頁
以
降
を
ご
確
認
下

さ
い
。
そ
の
他
に
も
、
表
2
施

設
基
準
が
改
正
さ
れ
た
入
院
基

本
料
等（
1
2
9
4
頁
）、表
2

税
込
４
９
５
０
円

（
送
料
別
）

ウ
ェ
ブ
申
し
込
み
は
　

こ
ち
ら▶

定
す
る
場
合
は
10
月

1
日
必
着
で
再
届
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
院
内
掲
示
内
容

や
、
担
当
医
が
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
会
議
等

に
参
加
し
た
実
績
、

適
切
な
意
思
決
定
支

援
に
関
す
る
指
針
を

社会保険診療提要
2024年度版
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自
転
車
は
駅
の
周
り
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
電
車
の
中
で
自
転

車
を
見
か
け
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
自
転
車
は
車
内
に
持
ち
込
め
ま

す
」

　
電
車
に
自
転
車
を
乗
せ
る
と
、
世

の
中
が
俄
然
広
が
り
ま
す
。
遠
く
の

街
で
も
、
ま
る
で
近
所
の
町
の
よ
う

に
さ
ま
よ
え
ま
す
。

　
「
電
車
に
自
転
車
を
持
ち
込
む
人

ば
走
る
ほ
ど
家
か
ら
遠
ざ
か
り
ま

す
。
遠
く
ま
で
来
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

と
な
る
と
、
先
ほ
ど
の
爽
快
さ
が
後

悔
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
軽
い
と
は

言
え
、
自
分
の
足
で
漕
ぎ
帰
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
か
ら
。

　
こ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
持
つ
、
遠

出
へ
の
弱
み
を
解
決
し
て
く
れ
る
の

が
電
車
で
す
。
鉄
道
会
社
が

　
「
い
つ
で
も
自
転
車
を
乗
せ
て
い

い
で
す
よ
。
改
札
口
へ
ど
う
ぞ
」

　
と
言
っ
て
く
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。
自
分
の
自
転
車
を
自
由
気
ま
ま

に
乗
り
回
し
た
後
、
ア
ッ
と
い
う
間

に
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
実
は
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

営
業
案
内
に
「
積
載
可
の
手
回
り

品
」
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
注
記
が
あ
り
ま
す
。

　
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
使
用
す
る
自

転
車
は
解
体
し
専
用
の
袋
に
収
納
」

　
Ｊ
Ｒ
が
国
鉄
の
時
代
は
細
い
針
金

の
つ
い
た
荷
札
（
エ
ブ
）
を
買
う
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
無
料
。

自
転
車
荷
物
は
車
内
で
結
構
幅
を
と

る
の
で
、
無
料
は
か
え
っ
て
気
を
使

い
ま
す
。

使
う
の
で
す
か
ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
時
の
足
よ
り
楽
で
す
。

特
に
今
の
軽
快
自
転
車
は
嘘
の
よ
う

に
軽
く
、
サ
ド
ル
に
ま
た
が
る
と
、

い
つ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
走
り
た
く

な
り
ま
す
。
た
だ
、
自
転
車
は
走
れ

を
つ
け
な
い
で
歩
く
こ
と
が
で
き

る
」

　
と
は
、
堺
市
の
シ
マ
ノ
自
転
車
博

物
館
で
見
た
フ
レ
ー
ズ
で
す
が
、
自

転
車
は
よ
り
速
く
、
よ
り
楽
に
歩
く

こ
と
が
で
き
る
道
具
で
す
。
機
械
を

が
い
て
邪
魔
」

　
と
眉
を
し
か
め
ら
れ
る
時
代
が
来

な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
嫌
が
ら
れ

な
い
う
ち
に
自
転
車
を
電
車
に
乗
せ

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
は
ま
だ
大
丈
夫

の
よ
う
で
す
。

　
「
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
見
え
る
空
が
青

い
。
家
に
い
る
の
は
損
だ
」

　
と
思
う
よ
う
な
爽
や
か
な
日
。
思

い
浮
か
ぶ
の
は
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
そ
う

だ
、
自
転
車
。
体
力
的
に
一
番
楽
。

　
「
自
転
車
を
使
う
と
、
地
面
に
足

やました・げん
1962年徳島城南高校
卒業、1969年京都府
立医科大学卒業、
1975年京都第二赤十
字病院勤務、1993年
社会保険神戸中央病
院勤務、1999年婦人
科内科山下クリニッ
ク開設

山
下
　
元
（
乙
訓
）

輪
行

：

①
サ
イ
ク
リ
ン
グ
②
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
始
め
る
所
ま
で
自
転
車
を
持
っ
て
移
動
す
る
事（
広
辞
苑
第
七
版
）

自転車を畳み、袋に入れる自転車を畳み、袋に入れる

自転車をかついで、いざホームへ自転車をかついで、いざホームへ

　
協
会
も
参
加
す
る
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
京
都
連

絡
会
の
第
7
回
総
会
と
市
民
講
演
会
が
6
月
22
日
に
京
都
経

済
セ
ン
タ
ー
で
ウ
ェ
ブ
併
用
で
開
催
さ
れ
た
。

　
市
民
講
演
会
で
は
、「
災
害

時
に
お
け
る
歯
科
保
健
・
医
療

の
重
要
性
」
に
つ
い
て
足
立
了

平
氏
（
と
き
わ
病
院
歯
科
口
腔

外
科
部
長
、
兵
庫
県
保
険
医
協

会
副
理
事
長
）
が
講
演
。
足
立

氏
は
、
能
登
半
島
地
震
で
も
Ｊ

Ｄ
Ａ
Ｔ
（
日
本
災
害
歯
科
支
援

チ
ー
ム
）
と
し
て
現
地
入
り
す

る
な
ど
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以

来
の
災
害
支
援
の
経
験
か
ら
口

腔
ケ
ア
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
関

連
死
9
2
1
人
の
う
ち
肺
炎
が

24
％
で
最
多
を
占
め
、
心
筋
梗

塞
10
％
、
脳
卒
中
9
％
の
順

で
、
高
齢
者
が
多
い
こ
と
が
特

徴
。
震
災
関
連
死
の
原
因
と
し

て
、
①
大
き
な
ス
ト
レ
ス
②
常

用
薬
の
紛
失
や
変
更
に
よ
る
服

薬
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
低
下

③
脱
水
④
生
活
不
活
発
病
⑤
低

栄
養
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
結

果
的
に
高
血
圧
や
糖
尿
病
が
増

加
・
増
悪
し
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

　
後
に
、
災
害
時
肺
炎
の
多
く

は
口
内
細
菌
の
増
加
に
低
栄
養

が
加
わ
っ
た
高
齢
者
の
誤
嚥
性

肺
炎
で
、
口
腔
ケ
ア
に
よ
っ
て

発
症
リ
ス
ク
が
軽
減
で
き
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
水
が
不
足
す

る
被
災
地
で
は
歯
や
義
歯
の
清

掃
が
で
き
ず
口
腔
内
細
菌
が
増

加
す
る
た
め
で
あ
る
。
実
際
に

04
年
の
中
越
地
震
で
組
織
的
な

口
腔
ケ
ア
が
提
供
さ
れ
て
関
連

死
に
占
め
る
肺
炎
の
割
合
が
減

少
し
て
い
る
。
肺
炎
は
多
く
の

因
子
に
よ
っ
て
発
症
す
る
た

め
、
口
と
い
う
局
所
的
な
支
援

だ
け
で
は
不
十
分
で
服
薬
指
導

や
生
活
指
導
な
ど
に
よ
る
予
防

も
重
要
で
あ
る
が
、「
口
腔
ケ

ア
は
命
を
守
る
ケ
ア
で
あ
る
」

と
い
う
啓
発
を
頻
回
に
行
っ
て

い
く
こ
と
も
重
要
と
し
た
。

　
日
本
の
避
難
所
が
国
際
基
準

か
ら
見
て
依
然
と
し
て
劣
悪
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に

も
触
れ
、「
困
っ
て
い
る
か
ら

助
け
る
」
の
で
は
な
く
、
尊
厳

あ
る
生
活
を
営
む
「
権
利
の
問

題
」
と
強
調
し
た
。

輪行散歩の提案輪行散歩の提案

題
の
絵
・
挿
絵
も
筆
者

新
連
載

11

日　時 9月21日（土） 14時30分～16時30分
場　所 京都府保険医協会・会議室（ウェブ併用）
演　題 医療DXの夢と現実とこれから 
講　師   京都大学医学部附属病院医療情報企画部教授　黒田 知宏 氏
  経産省が2018年７月にDXオフィスを、厚労省が

2023年に医療DX推進室を設置してこの方、DXという
言葉を耳にしない日はない。国は何かを成し遂げよう
としているように見えるが、社会全体が「医療DX令和
ビジョン2030」の実現に血道を上げているようには見
えない。医療DXは何を夢見ていて、今どこにいて、こ
れからどこに向かい、医療者の役割はどう変わるのか。
本講演では、医療DXの夢と現実とこれからを概観する。

定　員   会場：30人（先着順） 
ウェブ参加は定員なし

※ 京都府内医療機関にお勤めの勤務医、各都道府県保険医
協会会員と医療機関職員の方もご参加いただけます。

第676回 社会保険研究会

ウェブ参加
申込は
こちらから

要申込

※ 作品は後日発送（宅配便にて着払い）。※ 作品は後日発送（宅配便にて着払い）。

参加費

定員

場所

　粘土の塊を手でのばして
作る「手びねり」で、オリ
ジナルの中鉢、茶碗、湯呑
み、お皿などを作ってみま
せんか。ご家族、スタッフ
のご参加も歓迎します。

文化企画

陶芸教室

10 6 日
10：30～12：30

エクシブ京都 八瀬離宮
「陶芸 和楽」

2,200円（当日、受付で徴収）

講
師
の
足
立
氏

災害時の口腔ケアが命を救う
歯科医・足立氏が市民向け講演歯科医・足立氏が市民向け講演

見本を本紙に同封しました

「保険証を使いたい」
シールの活用を

「いままで通り保険証を使います」保団連
作成のシールを協会で受け付けます。保
険証を使う意思表示を簡単にできるシー
ルで、ほぼ保険証の大きさ。患者さんが
スマホなどに貼ることを想定しています。

協会価格
100枚
550円
（送料込）

　各種会合の開催予定地域で、暴風警
報（暴風雪警報を含む）、波浪を除く
全ての特別警報、避難指示または緊急
安全確保（以下「警報等」）が開催当
日の午前10時に解除されていなけれ
ば、当該会合の開催を中止します。
　警報等が当日の午前10時以降、会合
の開始時間までに発令された場合にお
いても開催を中止します。会合出席者
が特定されている場合はその旨を前日
に連絡します。
　当該会合の開催予定地域に警報等が
出されていない場合にあっても、会合
出席者が診療または居住する地域で警
報等が出されている場合は身の安全を
第一にし、無理に出席しないで下さい。
　各種会合の中止連絡は協会ホーム
ページ等でもお知らせします。

台
風
な
ど
警
報
等
発
令
時
の
対
応

左京区八瀬野瀬町74-1
☎075-707-2888
※叡山電車「八瀬比叡山口駅」下車すぐ。
※ 送迎バス10時発（地下鉄「国際会館駅」
３番出口より東へ30ｍ、南側に停車）。
※自家用車の場合、駐車場あり。

※ 先着順。要申込。
定員に達し次第締切。12人

お申込は
こちらから
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